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東邦大学医療センター佐倉病院広報誌 ～地域医療の発展を目指して～（年4回発行）

佐倉だより佐倉 り
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●医療の目的 質の高い医療を安全に提供する病院

●病診（病）連携 地域に貢献する病院

●教職員のあり方 人間愛を共有する病院

●職場環境 楽しく明るくチャレンジする病院

●生涯教育 良き医療人を育成する病院

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
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●医療行為について自己選択ができます
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１　Executive Message
　　地域教育連携・医療連携について
　　副院長／教育・検査研究担当
　　蛭田 啓之

２　アピールしたい診療と研究：オミクロン株に対するmRNAワクチンの有効性　感染対策室　臨床教授　長島 誠
３　新任紹介：メンタルヘルスクリニック　講師　松崎 淳人
４　第10回 医療連携学術フォーラムを開催：院長補佐／医療連携・患者支援センター長　大橋 靖
　　第11回 医療連携学術フォーラム　次回開催予告
　　2022年度の祝日における診療体制と休診日のお知らせ

4 月になって新たなメ
ンバーを迎え、地域医療
関係の皆様にはコロナ克
服および地域医療の維持
にご尽力されていること
と存じます。
医師臨床研修制度は
2020 年度に到達目標が
見直され、20 日以上の
一般外来研修が必須とな
りました。以前より地域
研修でお世話になってい
ますが、地域医療機関で

の外来研修が大変重要となっています。先生方には初
期研修医のみならず、学生教育にもご協力賜り、感謝
申し上げます。佐倉病院では教育と医療連携の関係も
重視してきました。地域で一緒に育てて頂いた研修医・
医療系の学生が当院・地域に残り成長して教育に携わる
ことにより、相互教育システム的な環境が医療連携の
醸成にも繋がります。本学医学部には 2015 年度から
毎年 5名の千葉県地域枠が設けられており、その 1期
生が今年度で初期研修を修了します。ほんの少し前に
会ったように思われる学生・研修医が、もうこんなに成
長したかと、一緒に働いていて頼もしく感じています。
今も続くコロナ禍のなかで、学生たちにも制限の多い、

激動の 2年であったでしょう。自主性と社会性の育成
や個性の伸長など、学生としてプレ社会的な立場で社
会人としての教育・意識付けがなされるものと考えら
れ、クラブ活動などが重要な役割を担っていますが、最
も大切な時期に充分な成長の機会が得られてないこと
が危惧されます。特に医療系の学校では、教員と学生、
先輩・後輩などの関係は、少し経てば職場で協力し合
う『同僚』となることも多く、卒前教育の一環として、
卒後教育への関わりにおいてもクラブ的な役割は重要
ですし、多くの病院で行われている「屋根瓦方式」とい
う相互教育システムにも通じる部分があります。学生・
研修医たちは様々な施設での実習・研修を通して医療
のみならず、社会性や教育者としての意識が育まれ、
渦中での不足が補われることが期待されます。
病院が同じ目的を持つもの・同好の志の集合体・組
織とすれば、自ずと部署間の連携・相互理解が図られ、
他部署の良さを知ることで、自らの良い点・改善点の
発見に繋がるなど、より積極的に協力関係の構築や教
育を行おうとする発展的な関係が育まれることと思い
ます。診療の質はもちろんですが、教育は基本的部分
で受け継がれ、その文化・伝統が院内外の教育・医療
連携と密接に関わります。皆様と伴に誇れる地域医療・
教育体制の構築を目指して参りますので、今後ともご
指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

地域教育連携・医療連携について 

副院長／教育・検査研究担当

蛭 田 啓 之
Nobuyuki Hiruta



アピールしたい 診療と研究
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2022 年 2 月 1 日現
在、まだまだ世界中で
COVID-19の猛威が続
いています。日本でも、
1月早々よりデルタ株
からオミクロン株への
置き換わりによる第 6
波の急激な感染拡大が
始まりました。オミク
ロン株は感染力が強力

で実行再生産数はデルタ株の 3～ 6倍とされ、倍加
時間も 2～ 3日と短いのが特徴です。
オミクロン株の感染者で多い症状は、鼻水、頭痛、
疲労、咽頭痛など一般的な風邪と同じで、世界保健
機関WHOも肺炎を引き起こす他の変異ウイルスと
は異なり、鼻や喉など上気道の炎症にとどまるケー
スが多いとの見解を示しています。オミクロン株の
重症化の頻度は少ないですが、感染者が爆発的に増
えることにより一定の割合で入院患者、重症者が出
たために、医療の逼迫を引き起こす結果となりまし
た。また、オミクロン株は 10歳未満の子供に感染
が拡大したため、家庭内での感染だけでなく、小学
校や保育所などでの子供から子供への感染が大きな
課題となり、学校や保育所内での感染対策が極めて
重要となりました。
日本国内におけるオミクロン株の主流は BA.1 系

統ですが、同株別系統の BA.2 も検疫や国内で検出
されています。ヨーロッパにおいて、BA.2 は BA.1
と比較して「実行再生産数」が顕著に高いことが報
告されており、今後もゲノム解析によるモニタリン
グを継続し、国内の感染動向を注視する必要があり
ます。
日本で接種が実施されているファイザー／モデル
ナ社の新型コロナワクチンは、人類に対して初めて
実用化されたmRNAワクチンです。コロナウイル
スのスパイク蛋白質の設計図となるmRNAを注入
し、ヒトの細胞内でスパイク蛋白質を作らせること

によって、体内の免疫機構が中和抗体を産生する仕
組みです。mRNAワクチンの接種による効果は、感
染を防ぐ働きをする中和抗体による「液性免疫」だ
けでなく、ウイルスに感染した細胞を攻撃するキラー
T細胞などの免疫細胞による「細胞性免疫」の賦活
化もあります。
アメリカ疾病対策センター（CDC）はオミクロン
株に対するワクチンの効果について、3回目のブー
スター接種に関する大規模な研究結果を発表しまし
た。ファイザー／モデルナ社のmRNAワクチンの
3回目のブースター接種の入院を防ぐ有効性は 90%
と高く、これに対して 2回接種の有効性は 2回目の
接種から半年以上経過した時点で 57%と低下して
いました。また、救急診療の受診を防ぐ3回目のブー
スター接種の有効性は 82%、一方、半年以上経過
した 2回接種は 38%の有効性でしか防ぐことがで
きませんでした。アメリカ国内のオミクロン株の感
染者を調べたところ、症状が現れる可能性はブース
ター接種をした人の方が 2回接種の人よりも 66%
低く抑えられており、新型コロナの発症リスクはワ
クチン未接種で最も高かったという解析結果が医学
誌 JAMAに掲載されました。3回目のブースター接
種は、オミクロン株に対しても発症と重症化の双方
に対して予防効果があることが示されました。
COVID-19 の収束に向けて、引き続き感染対策の
徹底、ワクチン接種の推進等、よろしくお願いします。

オミクロン株に対するmRNAワクチンの有効性
感染対策室　臨床教授　長

ながしま

島 誠
まこと

ワクチン接種会場の様子



東邦大学佐倉病院にとって令和 3年度は大きな年度となり
ました。2021 年（令和 3年）11月 29日（月）には待望の
HCUが新規オープンとなり、2022 年（令和 4年）1月 14
日 (金 )には新たな ICUが大改築を経てオープン致しました。
HCUは 8床、ICUは 6床です。旧 ICUは 8床でしたが、こ
れを14床に拡大しつつよりきめ細かな機能分担をはかること
ができるようになりました。心臓外科・脳外科の術後や心筋
梗塞・呼吸不全といった重症急性疾患などは ICUで管理し、
その後病棟に移行するまでをHCUで管理できるようになりま
した。また、病棟で重症化した場合でも ICU程でなくてもす
ぐにHCUで診るという閾の低い風通しの良い（佐倉病院の大
きな特徴でもあります）対応が可能となりました。機能分化
の効果はCOVID-19 対応により発揮されます。病棟では対応
困難となったCOVID-19 重症患者は ICUではなくHCUで診
ることとなります。そのためHCUには陰圧装置を備えた個室
を準備しました。一方で ICUでは COVID-19 患者以外の一
般重症患者を診ることとし、一般重症診療に支障が来さない
よう機能分担を明確に致しました。
ICUも HCUもウツワだけが立派では仕方がありません。
患者さん達のそして周りの先生方の最後の砦として機能して
いくためにも我々 1人 1人が心と力を合わせて病気に立ち向
かっていく姿が重要だと思っています。今後とも先生方の力
強いご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

心臓血管外科　教授　本村 昇ICU・HCU新装開設しました

新任紹介

東邦大学医学部の平成４年卒で
す。令和３年12月に本学医学部
臨床支援室から当院メンタルヘル
スクリニックに着任しました。卒
業後は心身医学の臨床を実践して

おりましたが、国が平成16年に医師臨床研修制度を
開始したため当時の上司に呼ばれる形で平成19年に
医学部に異動し、以後は臨床よりも主に教育や管理系
業務に専任しておりました。前職では卒後臨床研修／
生涯教育センター業務、厚生労働省出向（労働衛生、
医事）、教学IRセンター設立、大森先端健康解析セン
ター業務、新羽田病院構想、大森国際医療支援部設立
に従事し、昨今のコロナ禍においては羽田空港に海外
渡航者PCRセンターを緊急設立し、その運営に専念し
ておりました。

今回メンタルヘルスの臨床に専従復帰するのは15年
ぶりです。しかし平成８年から２年間佐倉病院で内科
研修をさせて頂いたことが契機で翌９年より非常勤で
当院メンタルヘルスクリニックの外来を担当しており
ました。また他県外勤先の国立病院機構では政策医療
である成育医療の一部として、小児科等の医師・養護
学校・自治体と連携し不登校児者の成育心身医療に現
在も従事しております。
非常勤から常勤へと新たな気持ちで佐倉病院の展開
する医療をメンタルヘルスの側面から盛り上げて参り
たいと存じます。総合病院精神科医療に常勤する医師
になりますので、特定の領域に拘らず幅広く総合病院
精神医学の臨床に従事いたします。どうぞよろしくお
願い致します。

メンタルヘルスクリニック　講師

松﨑 淳人　まつざき まこと

新しいICU・HCUの入り口

真新しい、開かれた
環境のICU

HCU個室に設置された
陰圧装置
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2022年1月22日（土）に、第10回医療連携学術フォー
ラムをハイブリット形式にて開催致しました。当日まで何
度も開催形式、講演構成、感染対策などについて議論を重
ねて参りました。開催日が近づくにあたり、オミクロン株
の流行で新型コロナウイルス感染者数が再び日単位で増加
し、当日の千葉県の新規感染者数は2,296名を示していま
した。皆様に参加を慎重にご判断いただき、当日は院外70
施設から97名（来場18名、Web79名）と院内113名（来
場22名、Web91名）、計210名の方にご参加いただきま
した。院外からの出席者の内訳は医師会・医療機関・保健
薬局・訪問看護ステーション・行政などから医師・歯科医
師58名、メディカルスタッフ40名でした。

講演1は、印旛市郡医師会 副会長 四條裕正先生の座長
により『COVID-19当院の取り組み』と題して、感染対策
室 室長 臨床教授 長島 誠よりコロナ対応の重点医療機関
としての活動報告をしました。引き続き講演2では、印旛
市郡医師会 理事 佐倉地区代表 滑川尚史先生の座長により
『前立腺癌の診断と最新治療』と題して、泌尿器科 教授 
鈴木啓悦から前立腺癌検診による早期発見・早期治療の重
要性を講演し、次に『ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除
術』と題して、同科の助教 宋本尚俊から当院に新しく導入
した高度医療を提示させていただきました。講演3では、
『HCU新設・手術室増室；当院の新たなる挑戦』と題し
て、集中治療部（ICU/HCU）部長 教授　本村 昇から今後
の当院における高度急性期医療ビジョンを提示させていた
だきました。
懇親会は自粛させていただきましたが、多くの医療関係
者にハイブリット形式でのご参加をいただけましたことを
本当に有難く、心より感謝しております。当院も昨年30
周年を迎え、益々高度急性期病院としての役割や大学病院
としての機能を高め、医療・介護また行政と協力し合い、
地域完結型医療における医療連携の役割は大変重要である
と考えます。今後も本フォーラムが地域での多職種の連携
に貢献できるように発展させてまいりたいと考えておりま
す。引き続きご指導、ご鞭撻の程宜しくお願いします。

医療連携セミナー　開催のお知らせ
第21回 医療連携セミナー
●開催日時：2022年6月8日（水）19：00～20：15
●開催場所：東邦大学医療センター佐倉病院　７階講堂
●テ ー マ：不眠症

院長補佐／医療連携・患者支援センター長　大橋 靖
第10回 医療連携学術フォーラムを開催

※お申し込み等の詳細は、同封の
　ご案内をご覧ください。

会場の様子

2022年度　診療体制変更（祝日・土曜）について
以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

※平日同様に外来・手術等をしております。 ※救急のご依頼はお問い合わせください。
平日診療体制 休　診

祝　日
2022年 ５月 ５日（木）
2022年 ７月１８日（月）
2022年 ９月１９日（月）
2022年 １０月１０日（月）
2022年 １１月２３日（水）

土　曜
2022年 ４月３０日（土）
2022年 ７月３０日（土）
2022年 ９月２４日（土）
2022年 １０月２９日（土）
2022年 １１月 ５日（土）

東邦大学医療センター佐倉病院　臨床病理症例検討会および公開講座は、新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大防止のため、
しばらくの間公開中止と致します。 （問い合わせ先：教育支援室）


